
科目名 開講時期 必修・選択 科目区分 単位（時間） 科目責任者 

公衆衛生学Ⅱ ３年次 必修 講義 ２単位（30時間） 小林 健司 

授 業 概 要 
広く社会を意識しつつ、地域保健、母子保健、学校保健、産業保健、老人保健・福祉、医療制度などについ

て講義し、社会と医学・医療の関連について理解をうながす。 

到 達 目 標 
医学に関わる者としての基本姿勢、地域保健、産業保健、救急医療、患者と医療関係者の関係、終末期医療

、国際貢献など社会と医学の関係を学習し、その知識を習得する。 

実務経験のある教員 
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地域保健 

保健行政 

母子保健① 

母子保健② 

学校保健① 

学校保健② 

産業保健① 

産業保健② 

老人保健 

老人福祉 

精神保健① 

精神保健② 

国際保健医療 

保健医療福祉の制度 

保健医療福祉の法規 

 

小林 健司 

学 習 方 法 

講義 

評 価 方 法 
〔評価方法〕 

科目修了試験80％、レポート課題とその他20％で総合評価する。 

先 修 科 目 
 

教科書、参考書 
〔教科書〕  

シンプル衛生公衆衛生学 南江堂 

〔参考書〕  

国民衛生の動向 一般財団法人厚生労働統計協会 

 


